
新たな史料と視角による文明開化論の最新研究
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こ
の
書
物
は
、
時
代
と
テ
ー
マ
を
横

断
し
て
幕
末
と
明
治
初
期
を
軸
に
日
本

の
政
治
と
文
化
を
と
ら
え
る
共
同
執
筆

の
営
み
で
あ
る
。
あ
ま
り
知
ら
な
い
文

明
開
化
の
諸
相
と
江
戸
時
代
の
遺
産
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
斬
新
な
視
角
か

ら
考
え
る
の
が
本
書
の
魅
力
だ
。

た
と
え
ば
、
彰
義
隊
が
上
野
の
山
を

占
拠
し
て
黒
門
口

（現
上
野
公
園
南
口

付
近
）
で
、
西
郷
隆
盛
率
い
る
薩
摩
軍

と
激
し
く
戦

っ
た
こ
と
は
司
馬
遼
太
郎

の
小
説
で
も
描
か
れ
た
。
し
か
し
、
西

郷
が
戦
争
前
に
傷
病
兵
が
た
く
さ
ん
出

る
の
を
予
測
ｔ
て
、
横
浜
軍
陣
病
院
に

船
で
患
者
を
運
ぶ
方
策
を
考
え
て
い
た

事
実
は
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

西
郷
が
小
荷
駄
奉
行
の
肝
付
兼
両

（郷
左
衛
門
）
に
宛
て
た
書
状
を
読
む
と
、

ま
さ
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
ヘ
の
配
慮
、

出
征
兵
士
の
戦
陣
医
療
を
ゅ
る
が
せ
に

せ
ず
、
用
意
周
到
に
黒
門
日
の
激
戦
に

臨
ん
だ
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

西
郷
は
、
勝
海
舟
や
山
岡
鉄
舟
と
折

衝
す
る
外
交
政
治
家
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
兵
姑
総
監
を
指
揮
す
る
軍
司
令
官
、

本
郷
か
ら
上
野
に
至
る
前
線
に
ま
で
進

出
す
る
作
戦
参
謀
の
役
割
な
ど
多
面
的

な
才
能
を
発
揮
し
た
こ
と
に
も
驚
か
さ

れ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
肝
付
兼
両
は
、
他
家

に
出
て
小
松
帯
刀
と
な

っ
た
維
新
指
導

者
の
兄
で
も
あ
る
。
こ
う
し
た
思
い
が

け
な
い
人
物
の
つ
な
が
り
か
ら
も
、
新

た
な
世
界
が
見
え
て
く
る
。

別
の
著
者
は
、
こ
の
軍
陣
病
院
を
作

っ
た
の
が
英
国
会
使
館
医
官
の
ウ
ィ
リ

ア
ム

・
ウ
ィ
リ
ス
と
シ
ッ
ド
ー
ル
で
あ

り
、
江
戸
以
外
の
各
地
か
ら
も
沢
山
の

患
者
が
運
び
込
ま
れ
た
事
実
を
紹
介
す

ワハ∇。会
津
藩
は
じ
め
東
北
諸
藩
と
の
戦
い

で
負
傷
し
た
兵
士
も
多
か
っ
た
。
こ
れ

は
維
新
の
力
の
な
か
で
も
、
軍
事
と
い

う
ハ
ー
ド
の
な
か
の
ソ
フ
ト
だ
と
著
者

は
い
う
の
だ
。

他
に
、
学
問
と
知
識
の
力
を
マ
ス
コ

ミ
史
や
洋
学
史
か
ら
と
り
あ
げ
た
文
章

や
、
国
語
辞
書

『
言
海
』
の
編
者

。
大

槻
文
彦
の
足
跡
、
松
浦
武
四
郎
の
北
海

道
の
地
名
普
及

へ
の
貢
献
、
増
上
寺
の

芝
公
園

へ
の
変
容
、
華
族
の
婚
姻
制
度

の
統
計
的
分
析
、熊
本
藩
お
抱
え
絵
師
。

櫻
斜
撃
構
が
各
分
析
は
、
新
た
な
史
料

と
視
角
に
よ
る
文
明
開
化
論
の
最
新
研

究
の
エ
キ
ス
と
も
な

っ
て
い
る
。

「文明開化」と
江戸の残像
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